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粗大有機物の鋤込みが硝酸態窒素の溶脱に与える影響

高橋　好範・多田　勝郎十・竹澤　利和■●・佐藤　千秋…

岩手県農業研究センター県北農業研究所・●岩手県農業研究センター・■●岩手県生物工学研究所

・H●水沢地域農業改良普及センター

Effects of High C／N－Ratio Organic Matter Application on the Leaching of Nitrate Nitrogen

YoshinoriTAKAHASHI．KatsurouTADA＋．ToshikazuTAKESAWA■＊andChiakiSATOHM

Iwate AgriculturalResearch Center，Kenpoku AgriculturalInstitute●

■IwateAgriculturalResearchCenter・’1wate Biotechnologylnstitute・

H●Mizusawa RegionalAgriculturalExtension ServiceCenter

1　は　じ　め　に

あらかじめC／N比の高い有機物を鋤き込んでおくこ

とで，その後に栽培した作物が吸収し残した硝酸態窒素の

溶脱を軽減出来ないか，鋤き込み方法と被覆尿素（以下L

Pと略記）等を用いた施肥法とを組み合わせて検討した。

2　試　験　方　法

（1）土壌条件：厚層腐植質黒ポク土（旧若手県立農試畑

は揚　岩手火山灰B統）

（2）供試作物・品種：スイートコーン（ビーターコーン），

キャベツ（YR青春：1995年のみ）

（3）試験区の構成　表1に示したとおりとした。

（4）年次別の施肥量及び耕種概要　表2に示したとおり

とした。

表2　年次別の施肥量及び耕種概要1）

表1　試験区の構成

試験区名　有機物処理方法　　　　施肥方法2）
持ち出し速効】〉持ち出しあるいは無処理

持ち出しLP　同上

表層速効　　ロータリー2回掛け

表層LP　　　同上

下層速効　　　プラウ鋤き込み

下層LP　　　同上

窒素施肥は速効性肥料のみ

窒素成分の7割がLP70日タイプ

窒素施肥は速効性肥料のみ

窒素成分の7割がLP7柑タイプ

窒素施肥速効性肥料のみ

窒素成分の7割がLP70日タイプ

注．1）：ライムギ栽培によって土壌中の硝酸態窒素濃度
を低下させた後，地上部を刈り取って持ち出し
た。

2）：リン酸．カリは全区同量とし，施肥方法は全面
施肥とした。

3）：尿素を樹脂披覆した肥料。25℃水中で．80％溶
出するのに70日を要する。

／N比）2’　讐禦聖三三？二ノ　収穫期　　　施肥内容及び施肥量試験　　　触込み資材（C
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鼠 トコーンは全年次とも無マルチ直まき栽培で，90C皿の粂間30cmの株間で栽培した。
ム半は前年10月にサムサシラズを播種した。ライムギへの窒素施肥量は95年は4kg／10a，96年は2．7kg／10a。

（5）層位別硝酸態窒素の調査方法

ルートオーガ一によって，層位別に土壌をサンプリング

し，生土のまま紫外部吸光度2波良法によって硝酸態窒素

を定量し，100g乾土当たりで表示した。

3　試験緒果及び考察

（1）表層鋤き込みは，作業性，鋤き込み精度ともに劣っ

た。その結果，スイートコーンについては発芽障害等は認

められなかったものの，キャベツについては欠株率が慣行

区の1．7％に対して8．3％と高く，開場作土の乾燥の影響を

受けたものと考えられた。下層鋤き込み区は，有機物が26
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土性土色土壌硬度
（山中式）

SL　7．5YR　　6

2／1

L　7．5YR　　20

2／l

CL lOYR　　20

3／2

区‖　有機物鋤込み後の土壌断面（94年8月．いなわ
ら鋤き込み）
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皿までの深さに斜めに層状に鋤き込まれ（図1），作業性・

鋤き込み精度ともに良好であった。キャベツの欠株率も持

ち出し区とほぼ同程度の3．3％であった（データ省略）。

（2）有機物鋤き込み区はいずれも，持ち出し区に比較し

てスイートコーンの雌植収量．窒素吸収量ともに勝る傾向

を示した（表3）。作土の硝酸態窒素濃度は持ち出し区が

最も高く，生育促進効果を硝酸態窒素濃度で説明すること

は出来なかった。また．LPを施用することでやや窒素吸

収虫が高まった（表4）。キャベツについての有機物鋤き

込みによる生育促進効果は判然としなかった（データ省略）。

表3　スイートコーン収量及び窒素吸収量比較
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94　95　96　平均　94　95　96　平均

持ち出し速効100100100
6
　
0
　
0
　
6
　
7

7
　
2
　
3
　
1
　
2

P
効
P
効
P

几
適
し
達
し

用
層
屑
層
層

持
表
表
下
下

101　－

134　125

151135

90153

125156

100100100100100

89　90114　－　102

126137164133145

139129164127140

119110　88138112

136109144144132

表4　層位別硝酸態窒素存在星　（N－kg／10a）1）

1994　　1995　　1996

区名　　　　層位　152日2）　59日　　103日
（458）　（648）　（296）

持ち出し速効
0－40　　　8．0　　　　2．8　　　46．8

40－100　　12．0　　　20．3　　　　2．2

持ち出しLP
0－40　　21．0　　　　7．3

40－100　13．5　　　15．0

表　層　速　効
0－40　　　8．1　　　3．1　　　22．9

40～100　　20．1　　　29．2　　　　4．3

表　層　L P
0一一40　　　6．9　　　　3．9　　　24．6

40～100　　　7．5　　　10．8　　　　6．4

下　層　速　効
0～40　15．2　　　　2．0　　　29．4

40～100　　11．6　　　12．8　　　　6．4

下　層　L P
0～40　　　3．5　　　　4．4　　　40．0

40～100　　　3．9　　　12．9　　　11．0

注．1）：10cm深までの土壌の仮比重を0ふ　それ以下の
層は0．8として算出した。
2）：試験年度の下段の日数は施肥後土壌採取時まで
の日数を，（）内の数字は同じく積算降水量
（mm）を示す。

（3I　ライム半を栽培することで，鋤き込み時の1m深ま

での硝酸態窒素はほぼゼロとなった。有機物鋤き込み区は

調査期間内降水量が少なかった96年以外は，40cm以下の層

に溶脱する硝酸憩室素量が減少した。これは鋤き込んだ有

機物に取り込まれたものと思われる。しかし，表層鋤き込

み区においては，持ち出し区よりも硝酸態窒素の下層への

溶脱が早い事例もあった（図2）。これは，鋤き込みから

施肥までの期間が短かったために土壌が落ち着いていない

ことによるものと考えられた。LPを用いることで，硝酸

態窒素の溶脱時期は明らかに遅くなり，層位別の硝酸態窒

素のピークも低くなる傾向を示した（図2）。
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図2　有機物鋤き込み方法と施肥法が層位別硝酸態窒
素の分布に与える影響（1995年）

4　ま　　と　　め

粗大有機物を下層鋤き込みした後に作物を栽培すること

で，生育を確保しながら硝酸態窒素溶脱を軽減できる可能

性が示唆された。LPを施用することで，作物の窒素吸収

量はやや向上し，硝酸態窒素の溶脱時期は明らかに遅れる

傾向を示した。表層鋤き込みは圃場の乾燥を助長する傾向

が認められたため，鋤き込みから作付けまでの期間を十分

取る等の対策が必要と思われた。

今後，果菜等での検証や．有機物に取り込まれた窒素も

含めた窒素収支の検討等が必要と考えられる。
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